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今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
十
分
に
と
っ
た
う
え
で
、
田
町

交
通
ビ
ル
６
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
３
年
ぶ
り
に
中
央
総
決
起
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
人
数
は
例
年
よ
り
絞
り
、
全
国
か
ら
約
90
名
の
組
合
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

丸
川
珠
代
参
議
院
議
員
、
古
川
元
久
衆
議
院
議
員
、
荘
司
国
公
関
連
労
働
組
合
連

合
会
書
記
長
、
佐
久
田
全
大
蔵
労
働
組
合
連
絡
協
議
会
会
長
を
来
賓
と
し
て
お
迎
え

し
、
私
た
ち
公
務
員
を
取
り
巻
く
情
勢
や
国
会
の
動
き
等
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ

き
、
激
励
の
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。
国
会
議
員
の
方
々
、
並
び
に
上
部
団
体
、
友
誼

団
体
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
連
帯
、
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
代
表
し
て
自

由
民
主
党
麻
生
太
郎
副
総
裁
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
倉
本
中
央
執
行
委
員
長
が
、
定
員
・
級
別
定
数
な
ど
税
関
を
取
り
巻

く
喫
緊
の
課
題
や
第
63
期
運
動
方
針
を
進
め
て
い
き
、
組
合
員
一
人
一
人
の
心
、
気

持
ち
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
挨
拶
を
行
い
、
齋
藤
書
記
長
よ
り

内
閣
人
事
局
交
渉
・
人
事
院
交
渉
を
は
じ
め
と
す
る
税
関
の
定
員
・
級
別
定
数
の
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
情
勢
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

情勢報告を行う齋藤書記長 

団結がんばろうの様子 
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１１．２中央総決起集会開催！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 
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報 告  人事院に夏季休暇の取得可能期間拡大を要求！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 

日
本
税
関
労
働
組
合
は
、
11
月
２
日
（
水
）
、
「
日
本
税
関

労
働
組
合
11
．
２
中
央
総
決
起
集
会
」
を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し

ま
し
た
。
今
号
で
は
集
会
の
模
様
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。 
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日
本
税
関
労
働
組
合
11
．
２
「
中
央
総

決
起
集
会
」
に
ご
参
集
の
皆
さ
ん
、
大
変
お

疲
れ
様
さ
ま
で
す
。 

私
は
函
館
地
区
本
部
の
関
口
と
申
し
ま

す
。 函

館
地
区
本
部
を
代
表
し
て
、
決
意
表
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

我
々
が
働
く
函
館
税
関
は
、
北
海
道
と
北

東
北
３
県
と
い
う
広
大
な
管
轄
区
域
を
も

ち
、
そ
の
中
に
多
く
の
遠
隔
地
・
小
規
模
官

署
が
散
在
し
て
い
ま
す
。 

職
員
の
多
く
が
地
方
に
配
置
さ
れ
て
い

る
と
い
う
事
情
の
な
か
、
我
々
は
社
会
悪
物

品
の
摘
発
、
迅
速
・
適
正
な
輸
出
入
貨
物
通

関
、
関
税
等
の
適
正
な
徴
収
等
社
会
の
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
日
々
懸
命
に
職
務

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
業
務
量
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
空
港
官
署
の
職
員
は
、
現

在
、
業
務
量
の
落
ち
込
ん
で
い
な
い
他
の
官

署
へ
併
任
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
尚
、
複
雑
化
・
困
難
化
し
て
い
く
業
務

に
対
応
す
る
職
員
の
負
担
は
依
然
と
し
て

変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
入
国
制
限
が
撤

廃
さ
れ
、
訪
日
外
国
人
旅
客
が
増
加
し
た
場

合
、
併
任
配
置
さ
れ
た
職
員
が
空
港
官
署
に

戻
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
港
以
外
の
官

署
が
人
員
不
足
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。 我

々
は
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
、
ま
す
ま

す
増
大
・
困
難
化
す
る
業
務
に
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
人
員
増
の
要
求
が
ま

ま
な
ら
ず
、
現
場
に
お
け
る
一
人
一
人
に
課

せ
ら
れ
た
責
任
・
業
務
量
は
ま
す
ま
す
増
え

続
け
て
い
る
！ 

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
、
当
関
の
職
員

は
、
国
民
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、
そ
の
負

託
に
応
え
る
べ
く
、
旺
盛
な
る
使
命
感
・
責

任
感
を
も
っ
て
業
務
に
ま
い
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
組
合
の
力
な
く
し
て
こ
の

状
況
を
打
破
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
函
館
地
区
本
部
と
共
に
《
組
織
の

総
力
を
結
集
し
、
ゆ
と
り
あ
る
職
場
、
豊
か

な
生
活
を
か
ち
と
る
》
た
め
、
今
後
と
も
力

を
合
わ
せ
て
、
勇
気
を
も
っ
て
行
動
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！ 

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
函
館
地
区
本
部

の
決
意
表
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
！ 

み
な
さ
ん
、
こ
ん
ば
ん
は
！ 

私
は
、
名
古
屋
地
区
本
部
で
書
記
長
を

し
て
い
る
「
平
松
」
と
申
し
ま
す
。 

中
央
本
部
及
び
各
地
区
本
部
の
皆
さ
ん

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
常
日
頃
よ
り
、
名

古
屋
地
区
本
部
に
力
強
い
、
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

私
か
ら
は
、
名
古
屋
地
区
本
部
を
代
表

し
て
、
決
意
表
明
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。 税

関
の
定
員
は
、
本
年
度
に
お
い
て
も

昨
年
に
引
き
続
き
、
増
員
と
な
り
、
つ
い

に
一
万
人
を
超
え
、
１
０
，
０
７
４
人
と

な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
訪
日
外
国
人
観
光

旅
客
が
激
減
し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
も
、

増
員
が
達
成
で
き
た
こ
と
は
、
税
関
の
必

要
性
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

必
要
性
を
粘
り
強
く
国
会
議
員
や
関
税
局

を
は
じ
め
関
係
機
関
に
訴
え
た
倉
本
委
員

長
は
じ
め
中
央
執
行
役
員
、
各
地
区
本
部

執
行
役
員
、
そ
し
て
な
り
よ
り
、
組
合
員

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
名
古
屋
税
関
に
お
い
て
は
、
税
関
長
交
渉
で

要
求
し
た
増
員
が
７
月
人
事
で
、
一
部
実
施
さ
れ
た
も

の
の
、
そ
の
要
求
の
多
く
は
な
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
旅
具
通
関

部
門
の
職
員
が
、
通
関
部
門
を
は
じ
め
、
各
職
場
に
応

援
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
の
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
、

巣
ご
も
り
需
要
も
あ
っ
て
、
国
際
宅
急
便
い
わ
ゆ
る
SP

貨
物
を
は
じ
め
と
し
た
貨
物
の
通
関
件
数
が
増
加
し
て

お
り
、
ま
た
、
経
済
安
全
保
障
の
確
保
の
た
め
の
業
務

も
行
う
な
ど
、
応
援
を
受
け
て
い
て
も
、
多
く
の
部
門

は
多
忙
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
貨
物
に
よ
る
事
件
の
増

加
に
よ
り
、
摘
発
件
数
が
増
加
し
、
担
当
す
る
審
理
部

門
は
、
慢
性
的
な
人
員
不
足
に
陥
り
、
職
員
に
過
度
の

負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

金
地
金
や
不
正
薬
物
な
ど
の
密
輸
入
に
つ
い
て
は
、

年
々
、
手
口
が
複
雑
・
巧
妙
化
し
、
深
刻
な
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
輸
出
入
申
告
に
つ
い
て
も
、
右

肩
上
が
り
の
状
況
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
増
大
し

て
い
く
業
務
量
を
、
今
の
限
ら
れ
た
職
員
で
こ
な
し
、

税
関
に
託
さ
れ
た
３
つ
の
使
命
で
あ
る
「
安
全
・
安
心

な
社
会
の
実
現
」
、
「
適
正
か
つ
公
平
な
関
税
等
の
徴

収
」
、
「
貿
易
円
滑
化
の
推
進
」
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

は
、
当
関
の
ど
の
職
場
に
お
い
て
も
限
界
に
近
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
国
民
の
負
託
に
応
え
て
い

く
た
め
に
、
必
要
な
こ
と
は
、
先
ず
は
、
定
員
の
確
保

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

私
ど
も
名
古
屋
地
区
本
部
は
、
必
要
な
定
員
を
確
保

し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
全
国
の
仲
間
と
意

識
を
共
有
し
、
強
力
な
取
り
組
み
に
邁
進
し
て
い
く
こ

と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
決
意
表
明
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

名古屋地区本部 

平松さん 

函館地区本部 

関口さん 

団結！！ 
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本
日
、
本
集
会
に
全
国
各
地
区
本
部
か
ら
お

集
ま
り
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
す
。 

私
は
、
税
関
労
組
門
司
地
区
本
部
の
三
浦
と

申
し
ま
す
。 

本
集
会
に
あ
た
り
、
門
司
地
区
本
部
に
お
け

る
職
場
の
現
状
を
報
告
す
る
と
共
に
、
今
後
に

向
け
た
決
意
表
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

門
司
税
関
に
は
、
離
島
も
含
め
、
27
の
官
署

が
存
在
し
ま
す
。
管
内
に
は
小
規
模
官
署
も
多

く
、
そ
れ
ら
の
官
署
で
働
く
職
員
は
、
国
民
か

ら
の
行
政
需
要
に
応
え
る
べ
く
、
高
い
使
命
感

を
持
ち
、
少
な
い
人
員
で
大
規
模
官
署
に
働
く

職
員
一
人
当
た
り
と
変
わ
ら
な
い
業
務
量
、
困

難
な
業
務
内
容
に
日
夜
精
励
し
て
い
る
状
況
で

す
。 先

日
、
海
外
か
ら
の
入
国
旅
客
の
上
限
が
撤

廃
さ
れ
徐
々
に
街
中
で
も
海
外
か
ら
の
観
光
客

等
の
姿
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
人
流
、
物
流
に
つ
い
て

大
き
な
変
化
が
生
じ
ま
し
た
。 

特
に
輸
入
貨
物
に
つ
い
て
は
、
越
境
EC
の
急

拡
大
に
よ
り
、
輸
入
小
口
貨
物
が
急
速
に
拡
大

し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
門
司
税
関
管
内
で
は
、
不

正
薬
物
に
つ
い
て
は
、
密
輸
形
態
が
国
際
郵
便

を
利
用
し
た
も
の
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
知
的

財
産
侵
害
物
品
で
は
、
令
和
３
年
実
績
で
輸
入

差
止
点
数
が
６
年
ぶ
り
に
５
万
点
を
超
え
る

等
、
取
り
締
ま
り
の
面
か
ら
み
て
も
変
化
が
生

じ
て
お
り
、
そ
の
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
も
必
要
な
定
員
確
保
、
職
員
の
能
力
向

上
、
職
場
の
環
境
整
備
等
数
多
く
の
課
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
に
も
、
ま
す
ま
す
労
組
の
役

割
は
大
な
も
の
に
な
る
と
考
え
ま
す
。 

私
た
ち
門
司
地
区
本
部
は
、
「
健
康
で
明
る

く
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
」
「
ゆ
と
り
・
豊
か

さ
が
実
感
で
き
る
生
活
」
の
実
現
に
向
け
て
、

本
日
お
集
ま
り
の
各
地
区
本
部
の
皆
様
と
と

も
に
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
申

し
上
げ
、
門
司
地
区
本
部
の
決
意
表
明
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

皆
さ
ん
、
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

素晴らしい 

決意表明 

ありがとうござ

いました！ 

門司地区本部 

三浦さん 

丸川珠代参議院議員 古川元久衆議院議員 

私たち税関労組のために、丸川珠代参議院議員、古川元久衆議院議員、荘司国公関連労働組合連合会書記長、
佐久田全大蔵労働組合連絡協議会会長が激励に駆けつけて下さいました。大変お忙しい中、ご足労いただき、
ありがとうございました。 

国公連合 荘司書記長 全大蔵労連 佐久田会長 



The Japan Customs Personnel Labour Union      947号  P4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつを行う倉本中央執行委員長 

 

激励及び連帯メッセージ紹介 

11．２中央総決起集会の開催にあたり、多くの国会議員及び上部団体・友誼団体から激励と連帯のメッセー
ジが寄せられました。 
日頃より、税関労組の活動に対して、ご理解とご協力をいただいている方々です。ここに御芳名を紹介し、

感謝申し上げます。ありがとうございました。 

【自由民主党】  麻生 太郎、石田 昌宏、田畑 裕明、御法川 信英、宮下 一郎 

【公 明 党】  伊佐 進一、石井 啓一、伊藤 渉、山口 那津男 

【立憲民主党】  泉 健太、小沢 雅仁、古賀 之士、柴 愼一、末松 義規、原口 一博 

【国民民主党】  玉木 雄一郎、大塚 耕平 

【無 所 属】  海江田 万里 

【上部団体及び友諠団体】日本労働組合総連合会、国際公務労連加盟組合日本協議会、公務・公共サービス労働組合協議会、

全日本自治団体労働組合、全日本水道労働組合、日本高等学校教職員組合、全国林野関連労働組合、日本郵政グループ労働組合、

全農林労働組合、国土交通省職員組合、政府関係法人労働組合連合、全駐留軍労働組合、全開発労働組合、国会職員組合連合会、

国税労働組合総連合、全財務労働組合、酒類総合研究所労働組合、全印刷局労働組合、全造幣労働組合、全日本たばこ産業労働

組合 

【社 民 党】  福島 みずほ 

【順不同・敬称略】 
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日
本
税
関
労
働
組
合
は
、
11
月
17
日
（
木
）
、
中

央
総
決
起
集
会
に
て
採
択
さ
れ
た
集
会
宣
言
を 

「
税
関
職
員
の
処
遇
改
善
に
関
す
る
要
請
書
」 

と
し
て
関
税
局
長
あ
て
に
提
出
し
、
集
会
宣
言
の
趣

旨
を
十
分
に
理
解
し
、｢

健
康
で
明
る
く
働
き
が
い
の

あ
る
職
場｣

と
な
る
よ
う
、
格
段
の
努
力
を
要
請
し
ま

し
た
。 

 

ま
た
、 

「
定
年
退
職
者
の
後
補
充
等
に
関
す
る
要
求
書
」 

も
併
せ
て
関
税
局
長
あ
て
に
提
出
し
ま
し
た
。 

要請書を提出する齋藤書記長（左） 

となったが、本年１０月１１日に１日あたりの入国者数の上限が撤廃され、入国旅客数が増加している。

さらに、越境電子商取引の拡大による航空貨物などの激増、ロシア情勢や経済安全保障に係る輸出貨物へ

の対応など、水際における厳格な取り締りを行うための体制整備が必要である。 

他方、不正薬物の押収量は６年連続で１トンを超え、深刻な状況となっており、さらに密輸手口も巧妙

化して、これまで以上にマンパワーが必要であり、税関職員の定員確保、大幅な増員は喫緊に解決すべき

課題である。 

加えて、国家公務員の定年の段階的引き上げなど、将来に対して不安を抱かざるを得ない問題も山積し

ているが、水際の第一線にあって、国民の安全と安心を守り、適正・公平に関税等を徴収し、貿易の円滑

化を推進して経済の発展に寄与すべく、わたしたちは日夜、誇り高く職務に精励している。 

どんなに社会情勢や環境が変化しようとも、わたしたちは、国民から負託された税関職員としての使命

を果たしつつ、要求の実現のために、全国の仲間が結ばれていることを基盤として、自らの意思を行動に

移していかなければならない。 

先日開催した第６３回定期大会において、組織の重点取組を盛り込んだ運動方針を決定した。さらに、

本集会における力強い決意表明をもって、要求の実現に向けて考え行動していくことを、本日あらためて

確認した。 

わたしたち日本税関労働組合は、「健康で明るく働きがいのある職場」、「ゆとり、豊かさが実感できる生

活」の実現を目指し、全国の仲間とともに総力を結集して、税関という職場の未来のため、いかなる困難

にも屈することなく最後まで闘い抜くことをここに宣言する。 

 

令和４年１１月２日 

日 本 税 関 労 働 組 合 

１ １ . ２ 中 央 総 決 起 集 会 

 

集 会 宣 言 

わたしたち日本税関労働組合は、「健康で明るく働きがいのある職場」、「ゆとり、

豊かさが実感できる生活」の実現を理念とし、日々、活動を展開し続けている。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、訪日外国人旅行者数は大幅減
沖縄地区本部 
呉屋さん 
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職場の実態を訴える 

永山副中央執行委員長 

税
関
労
組
は
、
10
月
12
日
（
水
）
、
倉
本

中
央
執
行
委
員
長
含
め
総
勢
６
名
で
人
事
院

と
の
個
別
交
渉
を
実
施
し
、
人
事
院
総
裁
あ

て
「
税
関
職
員
の
級
別
定
数
改
善
等
に
関
す

る
要
請
書
」
を
人
事
院
給
与
局
専
門
官
に
手

交
し
、
倉
本
中
央
執
行
委
員
長
か
ら
趣
旨
を

説
明
、
齋
藤
書
記
長
か
ら
税
関
職
員
の
級
別

定
数
増
や
諸
手
当
要
求
の
理
解
を
求
め
た
の

に
対
し
、
人
事
院
か
ら
は
、 

「
行
（
一
）
の
級
別
定
数
の
改
正
に
つ
い

て
要
求
に
つ
い
て
で
す
が
、
４
級
の
定
数
拡

大
に
つ
い
て
は
、
職
責
の
観
点
と
合
わ
せ
て
、

世
代
間
の
公
平
性
に
も
配
慮
し
て
検
討
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
我
々
と
し
ま
し
て
も
税

関
職
員
の
職
員
構
成
を
承
知
し
た
上
で
、
職

務
評
価
を
前
提
に
定
数
改
定
を
行
う
と
い

う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
関
西
空
港
の
開
港

等
に
合
わ
せ
て
採
用
し
た
、
40
歳
代
半
ば

を
中
心
に
人
員
構
成
の
い
わ
ゆ
る
「
山
」
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
ま
し
て
、
職
務

評
価
の
観
点
と
合
わ
せ
て
、
世
代
間
の
公
平

性
に
も
配
慮
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
処
置
し
て

き
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
た
、
５
級
以
上
の
定
数
拡
大
に
つ
い

て
、
５
級
統
括
官
全
員
６
級
化
に
つ
い
て

は
、
従
来
か
ら
の
強
い
要
望
で
あ
る
と
受
け

止
め
て
お
り
ま
す
が
、
５
級
以
上
は
、
上
位

の
級
に
な
り
ま
す
の
で
、
ポ
ス
ト
が
そ
の
職

務
の
級
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
を
、
特
に

職
責
に
基
づ
き
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

必
要
な
措
置
は
講
じ
て
い
る
と
い
う
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。 

従
来
の
回
答
の
域
を
で
る
も
の
は
な
く
、

依
然
と
し
て
厚
い
壁
を
感
じ
る
も
の
で
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
交
渉
メ
ン
バ
ー
か
ら

職
場
実
態
を
強
く
訴
え
た
こ
と
も
あ
り
、
人

事
院
と
し
て
も
税
関
の
実
情
を
理
解
し
て

い
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。 

要請書を手交している様子 
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税
関
労
組
は
、
10
月
12
日
（
水
）、
倉
本

中
央
執
行
委
員
長
含
め
総
勢
６
名
で
内
閣
人

事
局
と
の
個
別
交
渉
を
実
施
し
、
国
家
公
務

員
制
度
担
当
大
臣
あ
て
「
税
関
職
員
の
定
員

確
保
に
関
す
る
要
請
書
」
を
内
閣
官
房
内
閣

人
事
局
参
事
官
補
佐
（
金
融
庁
・
財
務
省
担

当
）
に
手
交
の
う
え
、
倉
本
中
央
執
行
委
員

長
か
ら
、
本
年
３
月
の
衆
参
で
の
全
会
一
致

の
附
帯
決
議
獲
得
に
よ
り
国
政
の
場
に
お
い

て
与
野
党
問
わ
ず
賛
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

含
め
要
請
書
の
趣
旨
を
説
明
し
た
の
に
対

し
、
参
事
官
補
佐
か
ら
は
、 

「
例
年
、
定
員
状
況
は
厳
し
い
で
す
が
、
今

年
度
は
、
内
閣
の
重
要
な
組
織
と
し
て
、「
こ

ど
も
家
庭
庁
」「
感
染
症
対
策
の
統
括
庁
」
な

ど
の
組
織
が
作
ら
れ
る
予
定
で
す
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
も

日
本
税
関
労
働
組
合
は
、
令
和
４
年
10
月
28
日
（
金
）
か

ら
29
日
（
土
）
に
か
け
て
、
PSI-

JC
（
国
際
公
務
労
連
加
盟

組
合
日
本
協
議
会
）
が
開
催
す
る
2022
年
度
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。 

セ
ミ
ナ
ー
は
３
年
ぶ
り
に
対
面
形
式
（
講
義
の
み
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
）
で
行
わ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
ず
総
勢
121
名
（
う

ち
対
面
63
名
）、
税
関
労
組
か
ら
は
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

講
師
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、

不
妊
治
療
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
各
グ
ル
ー
プ
で
討
議
を

行
い
ま
し
た
。 

普
段
知
る
こ
と
の
な
い
、
他
組
織
の
実
態
や
問
題
を
聞
き
、

有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。 

増
し
て
厳
し
い
定
員
状
況
で
は
あ
り
ま
す
。」 

「
貨
物
の
小
口
で
す
ご
い
件
数
が
増
え
て
い

て
、
訪
日
外
客
も
ま
た
増
え
て
く
る
の
で
、

二
方
面
で
人
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
っ
て
い

う
の
が
構
造
的
な
税
関
さ
ん
の
抱
え
て
る
問

題
な
の
か
な
と
。」 

「
現
場
を
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
現
場

の
困
難
さ
も
そ
う
で
す
し
、
重
要
性
も
理
解

し
た
つ
も
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
様
々
な
説
明

を
局
の
中
で
し
て
い
き
ま
す
が
、
し
っ
か
り

と
幹
部
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取

組
ん
で
い
き
ま
す
。」 

と
の
、
発
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

交
渉
に
際
し
て
参
事
官
補
佐
に
は
、
真
摯

に
私
た
ち
の
話
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
が
見
受

け
ら
れ
、
増
大
す
る
業
務
量
や
税
関
の
重
要

性
・
困
難
性
に
つ
い
て
、
十
分
理
解
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
感
触
を
受
け
ま
し
た
。 

 

税
関
労
組
と
し
て
引
き
続
き
、
定
員
確
保

の
必
要
性
を
訴
え
続
け
て
い
き
ま
す
。 

要請書を手交している様子 

定員確保の必要性を訴える 

浅野副中央執行委員長（右） 
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書
記
次
長
の 

最
近
、
こ
の
つ
ぶ
や
き
が
「
す
く
す
く

子
育
て
日
記
」
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
る
書
記
次
長
の
村
岡
で
す
。 

前
号
で
お
話
し
た
よ
う
に
久
し
ぶ
り

に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
子

供
と
行
く
と
意
外
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
仕
事
の
と
き
よ
り
早
起
き
し
て
朝

か
ら
夜
ま
で
は
中
々
体
力
的
に
き
つ
か

っ
た
で
す
が
・・・
。 

紅
葉
が
終
わ
る
前
に
、
高
尾
山
に
行
っ

て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
ま

た
早
起
き
を
し
て
家
族
３
人
で
行
っ
て

第 13号 

つ
ぶ
や
き 

き
ま
し
た
。
東
京
都
で
登
山
と
言
え
ば
高
尾
山

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
、
東
京
に
い
る

間
に
行
け
て
良
か
っ
た
で
す
。
人
の
多
さ
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
が
、
紅
葉
も
綺
麗
だ
っ
た
し
、
下

山
後
の
駅
直
結
の
温
泉
も
良
か
っ
た
で
す
。 

山頂から見えた富士山 

今
年
も
あ
と

１
か
月
。
今
年

の
新
聞
も
本
号

で
ラ
ス
ト
と
な

り
ま
す
。
１
年

お
読
み
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う

ご

ざ

い

ま

し

た
。
来
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

国
公
連
合
は
、
11
月
10
日
（
木
）
、
人
事

院
総
裁
あ
て
「
休
暇
制
度
に
係
る
改
善
に
関

す
る
要
求
書
」
を
職
員
福
祉
局
長
に
手
交
し

ま
し
た
。 

国
家
公
務
員
が
夏
季
休
暇
を
取
得
で
き

る
時
期
（
７
～
９
月
）
は
、
海
外
旅
行
の
需

要
が
増
え
出
入
国
者
が
多
い
繁
忙
期
と
重

な
っ
て
お
り
、
水
際
対
策
が
必
要
な
税
関
や

農
林
水
産
省
の
職
場
に
お
い
て
は
、
当
該
休

暇
を
取
得
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
国
公
連
合
と
し
て
休
暇
制
度

に
関
す
る
要
求
書
を
人
事
院
に
提
出
し
、
夏

季
休
暇
の
取
得
可
能
時
期
を
前
後
に
拡
大

で
き
る
よ
う
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

税
関
労
組
に
お
い
て
も
、
夏
季
休
暇
の
取

得
可
能
期
間
拡
大
を
望
む
声
は
以
前
か
ら

多
く
聞
こ
え
て
き
て
お
り
、
課
題
解
決
に
向

け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
税

関
労
組
か
ら
は
、
齋
藤
書
記
長
を
始
め
、
海

港
代
表
と
し
て
長
崎
地
区
本
部
の
福
本
中
央

執
行
委
員
、
空
港
代
表
と
し
て
東
京
地
区
本

部
の
井
上
組
合
員
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
現

場
の
苦
労
を
直
接
訴
え
ま
し
た
。 

職
員
福
祉
局
長
か
ら
は
「
数
年
前
よ
り
組

合
や
関
係
当
局
か
ら
改
善
要
望
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
」
と
し
た
う
え
で
、

休
暇
制
度
は
民
間
の
状
況
を
踏
ま
え
情
勢
に

適
応
さ
せ
て
い
く
こ
と
や
現
場
の
取
得
状
況

等
に
関
す
る
具
体
の
デ
ー
タ
を
見
な
が
ら
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。 今

後
も
、
国
公
連
合
と
協
力
し
て
改
善
に

向
け
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

要請書を手交している様子 
（齋藤書記長：右から１人目） 

現場の苦労を訴える 

福本中央執行委員と井上組合員（左側） 


